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本
稿
の
目
的

　
東
京
南
青
山
の
根
津
美
術
館
に
、
厨
子
や
最
終
巻
末
列
記
で
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て

き
た
春
日
若
宮
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
全
五
四
〇
帖
一
巻
（
以
下
、本
資
料
と
す
る
）

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
は
、寛
喜
元
年（
一
二
二
九
）〜
仁
治
三
年（
一
二
四
二
）

八
月
の
十
四
年
を
か
け
て
、
浄
阿
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
一
筆
経
で
あ
る）

1
（

。

　
こ
れ
に
訓
点
が
存
す
る
こ
と
が
、
近
年
知
ら
れ
た）

2
（

。
そ
こ
で
、
原
本
閲
覧
を
願
い
出

た
と
こ
ろ
、
幸
い
に
も
閲
覧
の
機
会
が
得
ら
れ
た
。
原
本
を
実
見
し
、
そ
の
訓
点
も
鎌

倉
中
期
に
加
点
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
大
部
分
は
、
字
音
を
示
す

訓
点
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
呉
音
直
読
の
字
音
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
大
量
の
新
資

料
が
出
現
し
た
。

　
た
だ
し
、
本
資
料
の
字
音
点
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
加
点
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
訓

点
の
内
容
は
院
政
期
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
の
具
体
的
な
論
証
は
、
別
稿
で
行
な

う）
3
（

。
　
本
稿
は
、
本
資
料
本
文
・
校
合
・
注
文
お
よ
び
訓
点
の
概
要
を
述
べ
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
訓
点
の
中
心
を
な
す
字
音
点
の
全
貌
は
、
本
書
資
料
篇
の
訓
点
翻
刻
を
ご
覧

頂
き
た
い
。

　
な
お
、
本
稿
は
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
の
皆
様
に
よ
る
調
書
と
写
真
と
を
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
し
え
た
も
の
で
あ
る
。
落
合
俊
典
先
生
を
は
じ

め
と
す
る
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
の
皆
様
と
、
原
本
調
査
を
御
許
可
下
さ
り
数
々
の

便
宜
を
は
か
っ
て
下
さ
っ
た
根
津
美
術
館
学
芸
員
白
原
由
起
子
氏
に
、
本
稿
の
は
じ
め

に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。

Ⅰ
．
本
資
料
の
本
文

　
一
、
本
文
の
書
写

  

本
資
料
は
、
冒
頭
に
記
し
た
と
お
り
、
一
二
二
九
年
〜
一
二
四
二
年
の
十
四
年
を
か

け
て
、
浄
阿
に
よ
っ
て
全
巻
書
写
さ
れ
た
（
口
絵
14
〜
16
参
照
）。

　
二
、
本
文
の
校
合

　
本
文
校
合
に
は
「
四
恩
院
本
」
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
、
奥
書
か
ら
知
ら
れ
る）

4
（

（
口

絵
15
）。
こ
の
四
恩
院
本
は
、
当
時
の
興
福
寺
に
お
け
る
証
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
言
わ

れ
て
い
る）

5
（

。

　
ま
た
、
経
文
中
に
は
、
多
数
の
「
イ
本
」「
イ
」
注
記
の
ほ
か
、「
本
」「
或
本
」「
諸

本
」「
多
本
」「
赤
尾
ノ
或
本
」「
妻
室
本
」「
古
経
」
お
よ
び
「
唐
本
」
と
行
間・欄
外・

紙
背
に
注
し
て
、
異
文
を
記
す
左
の
ご
と
き
箇
所
が
有
る
。（
傍
線
は
引
用
者
。
挙
例

　
根
津
美
術
館
蔵
春
日
若
宮
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

注
記
・
注
文
お
よ
び
訓
点
の
概
要

佐
々
木　
勇　
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下
の
（　
）
内
は
、
大
正
蔵
の
所
在
で
あ
る
。
漢
数
字
は
巻
数
、
そ
の
下
は
頁
段
行
数

で
あ
る
。
以
下
、
同
じ
。）

　
　
本　
：
於
此
―
恃
本
シ
リ
ヘ
（
二
八
七0461c08

）。

　
　
或
本
：
諸
臭
穢
者
―
齅
或
本
（
五
二
九0715b17

）、
聖
智
者
―
法
或
本
シ
リ
ヘ

（
五
三
〇0723c29

）、
爛
壞
齅
處
―
臭
或
本
（
五
六
八0934c08

）、
な
ど
。

　
　
諸
本
：
大
喜
大
捨
（
四
三
二0174c04

）
の
後
に
「
十
八
佛
不
共
法 

イ
」
を
補
入

し
、
下
欄
に
「
諸
本
无
也
」
と
記
入
。

　
　
多
本
：
勝
義
是
故
（
五
三
七0760c10

）「
義
」
と
「
是
」
の
間
に
「
説
名
勝
義 

多
本
无
也
」
を
補
入
。

　
　
赤
尾
ノ
或
本
：
彼
是
（
五
四
六0811a12
）
の
右
傍
に
、「
是
彼　
赤
尾
ノ
或
本

不
同　
云
ゝ
」。

　
　
妻
室
本
：
何
以在
裏
故
―
裏
書
：
◯ 

所
以
者
何
〈
云
〻
妻
室
本
／
能
可〻
檢
之
云
〉

（
四
四
九0266b25

）。

　
　
古
経
：
令
於
何
等
―
唐
本
古
経
共
令
ノ
字
（
五
三
八0764a18

）、
於
諸
難
行
―

唐
本
ハ
於
難
行
行
也
古
経
ニ
ハ
於
諸
也
（
五
三
八0768b07
）。

　
　
唐
本:

譬
如
日
月
―
唐
本
□
輪
（
五
六
八0932c17

。
大
正
蔵
本
文
「
白
月
」）、

不
甚
礙
―
唐
本
ハ
不
礙
其
（
五
八
八1039b27

）、
な
ど
。

　
こ
れ
ら
の
異
本
注
記
も
、
今
は
逸
書
と
な
っ
て
い
る
古
写
経
本
文
を
知
る
上
で
貴
重

で
あ
る
。

１　

赤
尾
本
・
妻
室
本

　
右
の
異
本
注
記
に
見
ら
れ
る
異
本
の
中
、「
赤
尾
本
」「
妻
室
本
」
は
、
四
恩
院
本
と

な
ら
び
、
鎌
倉
初
期
に
お
い
て
「
大
般
若
經
の
権
威
有
る
底
本
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
た）

6
（

」。

　
「
赤
尾
本
」「
妻
室
本
」
は
、
高
知
県
安
田
八
幡
宮
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』（
奈

良
〜
鎌
倉
初
期
写
本
。
五
四
六
帖
現
存
）
で
も
、
校
合
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
安

田
八
幡
宮
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
は
、
鎌
倉
初
期
に
春
日
社
安
居
房
に
お
い
て
、

興
福
寺
の
僧
・
覚
恩
に
よ
っ
て
校
合
が
加
え
ら
れ
た
、
と
推
定
さ
れ
て
い
る）

7
（

。

  

や
は
り
興
福
寺
の
訓
点
を
伝
え
る
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』（
建

暦
二
年
〈
一
二
一
二
〉
〜
貞
応
三
年
〈
一
二
二
四
〉
書
写
。
整
理
番
号
一
〇
〇
二
。

五
八
三
帖
現）

8
（

存
）
に
お
い
て
も
、
赤
尾
本
お
よ
び
妻
室
本
は
、「
赤
尾
云
」「
妻
室
本
」

と
し
て
紙
背
に
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
。

２　

古
経

  

右
に
挙
げ
た
「
唐
本
ハ
於
難
行
行
也
古
経
ニ
ハ
於
諸
也
」
の
注
が
付
さ
れ
た
本
資
料

本
文
は
、「
於
諸
難
行
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
資
料
本
文
は
、「
古
経
」
の
本
文
と

一
致
す
る
。

　
校
合
奥
書
・
校
合
書
入
等
か
ら
校
合
諸
本
は
知
ら
れ
る
も
の
の
、
経
本
文
の
底
本
は

不
明
の
こ
と
が
多
い
。
こ
の
書
き
込
み
か
ら
、
本
文
の
底
本
が
「
古
経
」
で
あ
る
こ
と

が
判
明
す
る
。「
唐
本
」
と
呼
ば
れ
た
で
あ
ろ
う
宋
版
一
切
経
諸
本
は
何
れ
も
、
こ
の

箇
所
本
文
を
「
於
難
行
行
」
と
す
る
。

３　

唐
本

　
右
に
挙
げ
た
「
譬
如
日
月
―
唐
本
□
輪
」（
五
六
八0932c17

「
白
月
」）、「
不
甚
礙

―
唐
本
ハ
不
礙
其
」（
五
八
八1039b27

）
は
、
本
資
料
の
注
の
通
り
、
宋
版
一
切
経

諸
本
は
そ
れ
ぞ
れ
「
月
輪
」「
不
礙
其
」
と
し
て
お
り
、
異
同
は
無
い
。「
唐
本
」
異
文

中
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思
渓
版
・
磧
砂
版
で
同
文
の
も
の
が
、
他
に
三
例
有
る
。

　
し
か
し
、
左
の
二
例
は
、
宋
版
内
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。

　
①
巻
第
三
〇
八
の
本
文
品
名
「
初
分
不
可
思
議
等
品
第
四
十
二
之
一
」
の
上
欄
校
合

書
き
込
み
に
、「
唐
本
无
之
」
と
有
る
。「
唐
本
无
之
」
と
は
、「
之
一
」
が
唐
本
に
は

根
津
美
術
館
蔵
春
日
若
宮『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』に
お
け
る
注
記・注
文
お
よ
び
訓
点
の
概
要　
（
佐
々
木 

勇
）
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根
津
美
術
館
蔵
春
日
若
宮
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
に
お
け
る
注
記
・
注
文
お
よ
び
訓
点
の
概
要　
（
佐
々
木 

勇
）

無
い
こ
と
を
指
し
て
い
る）

9
（

。

　
そ
こ
で
、
宋
版
一
切
経
を
見
る
と
、
各
版
の
本
文
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
東
禅
寺
版
：
初
分
不
思
議
等
品
第
四
十
二　
　

　
　
開
元
寺
版
：
初
分
不
思
議
等
品
第
四
十
二　
　

　
　
思
渓
版     

：
初
分
不
思
議
等
品
第
四
十
二
之
一

　
　
磧
砂
版     

：
初
分
不
思
議
等
品
第
四
十
二
之
一

　
右
か
ら
、
こ
の
箇
所
に
お
け
る
本
資
料
注
記
の
「
唐
本
」
は
、
東
禅
寺
版
ま
た
は
開

元
寺
版
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
②
巻
第
五
七
〇
「
有
中
夭
者
」（0944a18
）
若
宮
本
第
七
紙
の
上
欄
に
、「
唐
本
ハ

無
中
夭
者
」
の
書
き
入
れ
が
存
す
る
。 

宋
版
諸
本
本
文
は
、
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
東
禅
寺
版
：
無
中
夭
者　
　
開
元
寺
版
：
有
中
夭
者

　
　
思
渓
版　
：
無
中
夭
者　
　
磧
砂
版　
：
無
中
夭
者

　
よ
っ
て
、
本
資
料
上
欄
注
の
「
唐
本
」
は
、
開
元
寺
版
で
は
無
い
。

　
右
の
①
②
か
ら
、
本
資
料
が
参
照
し
た
「
唐
本
」
が
一
種
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ

は
東
禅
寺
版
で
あ
る
。

４　

薬
師
寺
静
恩

　
朱
書
校
合
奥
書
に
、
左
の
ご
と
く
、「
薬
師
寺
静
恩
」
の
名
が
存
す
る
。

    「
薬
師
寺
住
侶
静
恩
句
切
了
仁
治
三
年
〈
壬
□
〉
□
□
□
二
日
□
□
七
十
四
歳
」

（
巻
一
九
六
朱
書
奥
書
）

    「
仁
治
四
年
〈
癸
卯
〉
正
月
廿
二
日
於
薬
師
寺
一
校
了
」（
巻
二
一
二
朱
書
奥
書
）

    「
仁
治
四
年〈
癸
卯
〉正
月
廿
三
日
於
薬
師
寺
静
恩
一
校
畢
」（
巻
二
一
四
朱
書
奥
書
）

    「
仁
治
四
年
〈
癸
卯
〉
正
月
廿
八
日
於
薬
師
寺
／
静
恩
句
切
交
□
□
」

（
巻
九
九
朱
書
奥
書
。
口
絵
５
参
照
）

    「
仁
治
四
年
〈
癸
卯
〉
正
月
廿
八
日
薬
師
寺
静
恩
／
句
切
交
合
了
」

（
巻
二
一
八
朱
書
奥
書
）

    「
仁
治
四
年
〈
癸
卯
〉
正
月
廿
八
日
薬
師
寺
静
恩
／
句
切
交
合
」

（
巻
三
六
五
朱
書
奥
書
）

    「
仁
治
四
年
〈
癸
卯
〉
正
月
廿
九
日
於
薬
師
寺
静
恩
七
十
五
歳
句
切
校
合[

以
下
破
損]

」

（
巻
二
二
〇
朱
書
奥
書
）

   

こ
の
薬
師
寺
静
恩
は
、
全
巻
書
写
が
成
っ
た
仁
治
三
年
か
ら
、
朱
の
句
切
り
点
を
加

点
し
て
い
る
。
こ
の
静
恩
は
、嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
九
月
の
「
維
摩
会
聴
衆
交
名）
10
（

」

に
、
聴
衆
輩
と
し
て
記
さ
れ
る
静
恩
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
端
裏
書
）「
芸
師
寺
僧
名
嘉
禄
二
年
注
之
」

　
　
薬
師
寺
注
進

　
　
　
可
参
勤
維
摩
会
聴
衆
輩
交
名

　
　
蔵
印
〈
唯
観
房
得
業　
年
﨟
七
十
四
〉　
戒
﨟
五
十
九

　
　
範
覚
〈
三
位
々
　々
年
﨟
六
十
四
〉　　
戒
﨟
五
十
四

　
　
縁
鎮
〈
順
正
房　
年
﨟
六
十
〉　　
　
　
戒
﨟
四
十
三

　
　
静
恩
〈
円
学
房　
年
﨟
五
十
八
〉　　
　
戒
﨟
□
十
一

　
　
信
尊
〈
肥
後
々
　々
年
﨟
五
十
五
〉　　
戒
﨟
□
□
□

　
　
円
隆
〈
大
輔
々
　々
年
﨟
五
十
二
〉　　
戒
﨟
卅
六

　
　
昇
円
〈
成
信
房
々
　々
年
﨟
四
十
五
〉　
戒
﨟
廿
八

　
　
覚
玄
〈
小
輔
々
　々
年
﨟
卅
八
〉　　
　
戒
﨟
廿
三

　
　
　
　
嘉
禄
二
年
九
月　
日

　
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
に
五
十
八
歳
な
の
で
、
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
に
は

七
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
右
の
聴
衆
筆
頭
の
蔵
印
と
同
年
齢
で
あ
り
、
新
写
大
般
若
經
に
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句
切
り
点
を
打
つ
に
ふ
さ
わ
し
い
立
場
で
あ
っ
た
も
の
、
と
推
測
さ
れ
る）

11
（

。

　
三
、
注
文

１　

真
興
『
大
般
若
経
音
訓
』

　
「
音
訓
云
」
と
し
て
、一
例
な
が
ら
、逸
書
で
あ
る
真
興
（
九
三
五
―
一
〇
〇
四
）『
大

般
若
経
音
訓
』
を
引
用
し
て
い
る
。

　

  [

上
欄]

音
訓
云
文
云
淨
觀
地　

[

下
欄]

淨
或
本（
四0018a16: 

正
觀
地
但
有
名
）

　
安
田
八
幡
宮
蔵
本
『
大
般
若
経
』
お
よ
び
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
『
大
般
若
経
』
も
、

真
興
『
大
般
若
経
音
訓
』
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
真
興
『
大
般
若
経
音
訓
』
が
『
大

般
若
経
』
訓
点
資
料
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
大
般
若
経
転
読
学

と
で
も
名
づ
く
べ
き
も
の
の
重
要
な
位
置
を
真
興
が
占
め
て
い
た
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る）
12
（

。
２　

裏
書
き
と
そ
れ
を
示
す
「
シ
リ
ヘ
」
注
記

　
本
資
料
に
は
、
左
の
裏
書
き
が
存
す
る）
13
（

。

①
巻
第
三
一
八
第
05
紙　
表
：「
如
是
໐ シ
リ
ヘ
一
切
」  

裏
：「
一
切
智
智
不
可
以
色
界
證
不

可
以
聲
香
味
觸
法
界
證
善
現
如
是
闕
文
」

②
巻
第
四
四
九
第
08
紙　
表：「
何
以在
裏
故
」  

裏：「
○

所
以
者
何〈
云
〻
妻
室
本
／
能
〻
可
檢
之
云
〉」

③
巻
第
五
二
六
第
09
紙　
表
：「
於
○ 裏
可
見
行
菩
提
向
」  

裏
：「
赤
尾
云
文
於
行
寺
向
云
〻

是
一
句
歟
未
定
云
〻
」 （
口
絵
17
）

④
巻
第
五
二
八
第
11
紙　
表
：「
四
雙○
シ
リ
ヘ八
隻○

」  

裏
：「
○

四
向
四
果
各
別
之
故
爲
八
隻

云
〻
／
赤
尾
云
小
切
韻
隻
音
借
云
〻
」「
一
向
一
果
合
爲
雙
四
向
四
果
／
即
爲
四
雙

云
〻
」 

⑤
巻
第
五
三
〇
第
18
紙　
表
：「
聖
智
者
」
注
文
「
法 

或
本 

シ
リ
ヘ
」　
裏
：「
赤
尾
云

智
ト
法
ト
未
決
」（
口
絵
18
）

　
右
の
①
は
、
経
本
文
の
闕
文
を
補
入
し
て
い
る
。

　
②
は
、
異
文
注
記
で
あ
る
。「
妻
室
本
」
と
対
校
す
べ
き
こ
と
も
、
記
さ
れ
て
い
る
。

　
③
は
、
本
文
へ
の
疑
問
で
あ
ろ
う
。
赤
尾
本
を
引
用
し
て
い
る
。

　
④
は
、
本
文
の
解
釈
並
び
に
音
注
で
あ
る
。
赤
尾
本
に
引
か
れ
る
『
小
切
韻
』
は
、

逸
書
な
が
ら
、『
倶
舎
論
音
義
』
等
に
引
用
さ
れ
て
い
る）
14
（

。
音
注
を
引
い
た
『
小
切
韻
』

の
逸
文
と
し
て
、
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

　
⑤
箇
所
は
、
若
宮
本
本
文
は
「
聖
智
者
」、
大
正
蔵
本
文
は
「
聖
法
者
」
で
あ
る
。

裏
書
き
に
引
用
す
る
赤
尾
本
の
注
は
、「
聖
智
者
」
か
「
聖
法
者
」
か
決
め
か
ね
る
、

と
す
る
。

　
そ
の
他
、
巻
第
一
三
五
第
14
紙
・
巻
第
二
八
七
第
11
紙
・
巻
第
二
九
〇
第
13
紙
・
巻

第
三
〇
三
第
16
紙
・
巻
第
三
〇
四
第
５
紙
・
巻
第
三
〇
五
第
14
紙
・
巻
第
三
〇
七
第
９

紙
・
巻
第
三
〇
八
第
12
紙
・
巻
第
三
一
五
第
６
紙
に
も
「
シ
リ
ヘ
」
の
注
が
存
す
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
箇
所
の
紙
背
に
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
底
本

に
存
し
た
「
シ
リ
ヘ
」
注
記
の
み
を
書
写
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
紙
背
注
を
書
写
し
落

と
し
た
も
の
、
と
解
釈
さ
れ
る
。

　
よ
っ
て
、
右
の
紙
背
注
も
、
書
写
あ
る
い
は
校
合
・
移
点
原
本
に
存
し
た
も
の
、
と

推
測
さ
れ
る
。

　
右
の
実
例
か
ら
も
知
ら
れ
る
と
お
り
、「
シ
リ
ヘ
」
は
、裏
を
「
シ
リ
」
ま
た
は
「
シ

リ
ヘ
」
と
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
前
引
の
安
田
八
幡
宮
蔵
本
お
よ
び
大
東
急
記
念
文
庫

蔵
本
『
大
般
若
経
』
に
も
見
ら
れ
る）
15
（

。

根
津
美
術
館
蔵
春
日
若
宮『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』に
お
け
る
注
記・注
文
お
よ
び
訓
点
の
概
要　
（
佐
々
木 

勇
）
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根
津
美
術
館
蔵
春
日
若
宮『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』に
お
け
る
注
記・注
文
お
よ
び
訓
点
の
概
要　
（
佐
々
木 

勇
）

Ⅱ
．
本
資
料
の
訓
点

　
一
、
訓
点
の
種
類
と
分
量

　
以
下
、訓
点
の
延
べ
数
を
記
す
。（「
剖ホ

ウ(

去)

」の
加
点
例
で
は
、「
ホ
ウ
」を
一
と
数
え
、

声
点（
去
声
点
）を
一
と
数
え
る
。「

ヘ
イ髀ヒ

(

平)

」の
場
合
、仮
名
点
は
二
、声
点（
平
声
点
）

は
一
と
数
え
る
。
訓
点
の
具
体
例
は
、
後
掲
資
料
篇
「
根
津
美
術
館
蔵
『
大
般
若
波
羅

蜜
多
經
』
鎌
倉
中
期
点
」
の
訓
点
翻
刻
を
参
照
願
い
た
い
。）

﹇
仮
名
点
﹈

①
墨
仮
名
―
一
二
三
四
三
例
。
う
ち
、
字
音
―
一
二
三
一
一
例
。
和
語
―
三
二
例
（
全

例
が
巻
第
五
三
に
あ
る
。
全
三
二
例
す
べ
て
、
漢
字
の
右
に
音
注
を
加
点
し
、
左
に
訓

注
を
加
点
し
た
例
で
あ
る
）。（
口
絵
７
）

②
朱
仮
名
―　
　
二
八
一
例
。
う
ち
、
字
音
―　
　
二
八
一
例
。
和
語
―
（
ナ
シ
）。

﹇
声
点
﹈（
濁
声
点
〈
双
点
〉
も
、
一
と
数
え
る
。）

①
墨
声
点
―
三
五
六
一
例
。
②
朱
声
点
―
六
五
九
九
例
。

　
た
だ
し
、
上
に
加
点
さ
れ
た
朱
声
点
に
よ
っ
て
見
え
な
い
墨
声
点
も
多
い
も
の
と
思

わ
れ
る
（
口
絵
８
）。

﹇
漢
字
﹈

①
反
切
―
一
例
（
四
雙
八

シ
ヤ
ク隻

之
石
反（
入
）（
五
二
八0711a02

））

　
こ
の
唯
一
例
は
、『
広
韻
』『
貞
元
華
厳
経
音
義
』
の
「
隻
」
字
反
切
〈
之
石
反
〉
に

一
致
す
る
。
宋
版
一
切
経
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思
渓
版
の
音
釈
に
は
見
ら
れ
な
い
。

②
類
音
字）
16
（

注
―
一
六
例
（
拗
音
・
入
声
音
・
撥
音
を
含
む
音
節
に
類
音
字
を
充
て
る
。）

　
　
裹火
反

此
神
珠
（
五
五
八0878a28

）　
遍
滿
充
溢一
反(

入) （
七
八0438b28

）
な
ど
、
全

十
六
例
。

﹇
ヲ
コ
ト
点
﹈

  

若
如
實
知
彼
（
三
八
三0981a08

）
に
、「
若
（
シ
）
實
の
如
ク
彼
レ
に
知
ラ
ハ
」
と

訓
読
す
る
こ
と
を
示
す
喜
多
院
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
（
口
絵
９
）。
喜
多
院
点
は
、

十
世
紀
末
に
復
興
し
、
興
福
寺
を
中
心
に
広
く
後
世
ま
で
使
用
さ
れ
た）
17
（

。

　
右
の
と
お
り
、本
文
献
訓
点
の
中
心
は
、墨
仮
名
字
音
点
と
朱
墨
の
声
点
と
で
あ
る
。

　
二
、
訓
点
の
加
点
時
期

　
本
資
料
の
本
文
書
写
は
、
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
〜
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
で

あ
り
、
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）・
同
四
年
（
一
二
四
三
）
に
校
合
さ
れ
て
い
る
。
薬

師
寺
静
恩
に
よ
る
朱
句
切
点
の
加
点
も
、
仁
治
三・四
年
で
あ
る
。
朱
句
切
点
は
、
校

合
に
よ
っ
て
補
入
さ
れ
た
一
行
に
も
加
点
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
文
校
合
後
に
加
点
さ

れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
本
資
料
の
訓
点
に
は
、
本
文
の
校
合
を
避
け
て
加
点
さ
れ
た
箇
所
が
有
る
。
ま

た
、
朱
句
切
点
の
み
存
し
、
訓
点
が
加
点
さ
れ
て
い
な
い
諸
巻
（
巻
第
六・一
四
〜

二
二・二
四
〜
二
八
等
）
が
有
る
。
よ
っ
て
、
本
文
校
合
・
句
切
点
加
点
の
後
に
訓
点

を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

  

本
資
料
に
は
、「
又
句
切
假
名
□
□
一
交
了
／
仁
治
三
年
□
月
八
日
」（
巻
四
九
一
）

の
奥
書
が
存
す
る
（
口
絵
10
）。

　
ま
た
、
仮
名
字
体
か
ら
も
、
そ
の
朱
声
点
・
墨
声
点
・
朱
仮
名
・
墨
仮
名
の
訓
点
は
、

仁
治
三・四
年
か
ら
遠
か
ら
ず
加
点
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
推
測
さ
れ
る
。

　
三
、
訓
点
祖
本
の
加
点
時
点

　
た
だ
し
、
本
資
料
の
訓
点
に
は
、
当
該
字
の
上
ま
た
は
下
の
漢
字
に
訓
点
が
加
点
さ
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れ
て
い
る
例
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
擦
り
消
し
た
例
が
存
し
、
底
本
の
訓
点
を
移
点
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
口
絵
11
、
参
照
。
そ
の
他
具
体
例
は
、
後
掲
資
料

篇
の
訓
点
翻
刻
の
﹇
マ
マ
﹈
注
や
﹇　
﹈
内
の
注
を
御
覧
頂
き
た
い
）。

　
で
は
、
移
点
原
本
の
訓
点
は
、
い
つ
加
点
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
残
念
な
が
ら
、
原
訓
点
に
関
す
る
奥
書
（
本
奥
書
）
は
、
全
巻
中
に
見
ら
れ
な
い
。

　
そ
こ
で
、
現
訓
点
の
内
容
か
ら
、
祖
点
の
加
点
時
期
を
推
測
し
た
。

１　

仮
名
字
体

　
訓
点
の
仮
名
字
体
に
は
、
移
点
時
鎌
倉
中
期
の
仮
名
字
体
（
口
絵
12
）
に
混
じ
て
、

口
絵
13
の
よ
う
な
古
体
の
仮
名
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
院
政
期
の
仮
名
字
体
で
あ

る）
18
（

、
と
判
断
さ
れ
る
。

２　

字
音
形
・
字
音
声
調

　
本
資
料
の
字
音
点
か
ら
知
ら
れ
る
漢
字
音
の
内
容
も
、院
政
期
の
実
態
に
一
致
す
る
。

　
具
体
的
に
は
、「
類
音
字
表
記
」「
撥
音
の
仮
名
表
記
」「
舌
内
入
声
音
の
仮
名
表
記
」「
サ

行
ウ
段
拗
音
の
仮
名
表
記
」「
合
口
字
音
の
仮
名
表
記
」「
通
攝
喉
内
韻
尾
字
の
仮
名
表

記
」「
読
誦
音
の
整
理
度
」「
軽
音
節
去
声
字
の
上
声
化
」
諸
項
目
に
お
い
て
、
移
点
時

の
鎌
倉
中
期
漢
字
音
で
は
な
く
、
院
政
期
漢
字
音
の
実
態
に
一
致
し
た
。
具
体
的
根
拠

は
、
注
３
の
拙
稿
で
述
べ
た
。
御
参
照
願
い
た
い
。

　
四
、
結
論

　
根
津
美
術
館
蔵
春
日
若
宮
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
訓
点
に
つ
い
て
、
以
下
の
こ

と
を
述
べ
た
。

　
　
１
．
訓
点
加
点
は
、
本
文
書
写
・
校
合
後
ま
も
な
く
の
鎌
倉
中
期
で
あ
ろ
う
。

　
　
２
．
訓
点
の
大
部
分
を
占
め
る
字
音
点
は
、
移
点
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
３
．
移
点
原
本
は
、
院
政
期
の
字
音
を
加
点
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

Ⅲ
．
む
す
び

　
根
津
美
術
館
蔵
春
日
若
宮
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
は
、
厨
子
や
最
終
巻
末
列
記
・

校
異
・
注
文
が
伝
え
る
文
化
的
・
歴
史
的
な
価
値
に
加
え
、
大
量
の
訓
点
が
言
語
学
的

に
極
め
て
高
い
価
値
を
有
す
る
。

　
本
資
料
の
訓
点
は
、
鎌
倉
中
期
移
点
時
の
要
素
混
入
に
配
慮
し
つ
つ
、
院
政
期
に
お

け
る
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
直
読
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

根
津
美
術
館
蔵
春
日
若
宮『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』に
お
け
る
注
記・注
文
お
よ
び
訓
点
の
概
要　
（
佐
々
木 

勇
）
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根
津
美
術
館
蔵
春
日
若
宮『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』に
お
け
る
注
記・注
文
お
よ
び
訓
点
の
概
要　
（
佐
々
木 

勇
）

【
注
】

（
１
）（
２
）
本
書
に
も
所
収
の
白
原
由
起
子
「
根
津
美
術
館
所
蔵　
春
日
若
宮
大
般
若
経
お
よ
び
春

日
厨
子　
―
作
品
と
研
究
史
」（「
説
話
文
学
研
究
」第
五
一
号〈
二
〇
一
六
年
八
月
〉に
加
筆
）、

松
原
茂
「
一
筆
経
と
し
て
の
『
春
日
若
宮
大
般
若
経
』　
―
尼
浄
阿
の
書
風
」（
同
誌
）、
近
本

謙
介「
大
般
若
経
と
春
日
若
宮
信
仰　
―
女
院
と
尼
僧
を
め
ぐ
る
鎌
倉
仏
教
史
」（
同
誌
）、参
照
。

（
３
）
佐
々
木 

勇
「
根
津
美
術
館
蔵
春
日
若
宮
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
字
音
点
に
つ
い
て
」（『
歴

史
言
語
学
の
射
程
』〈
二
〇
一
八
年
五
月
刊
行
予
定
、
三
省
堂
〉
所
収
）。

（
４
）
注
１
、２
論
文
、
参
照
。

（
５
）「
鎌
倉
初
期
に
於
い
て
、
興
福
寺
野
田
の
四
恩
院
本
が
屡
々
諸
處
の
經
に
校
正
に
用
ひ
ら
れ
、

又
、
赤
尾
の
本
（
こ
れ
に
妻つ

ま
む
ろ室

の
本
が
校
正
書
入
せ
ら
れ
て
あ
る
も
の
と
思
は
れ
る
）
が
同
時

に
廣
く
参
酌
せ
ら
れ
て
ゐ
る
」（
川
瀬
一
馬
『
日
本
書
誌
學
之
研
究
』〈
講
談
社
、一
九
四
三
年
〉

一
五
五
頁
）。
同
書
一
九
四
頁
・
二
五
九
頁
に
も
、
両
本
に
よ
っ
て
校
合
し
た
写
経
の
指
摘
が

あ
る
。
そ
の
他
、沼
本
克
明『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』（
一
九
八
二

年
、
武
蔵
野
書
院
）
二
二
六
頁
、
宇
都
宮
啓
吾
「
興
聖
寺
一
切
経
の
訓
点
資
料
」（『
興
聖
寺
一

切
経
調
査
報
告
書
』〈
京
都
府
教
育
委
員
会
、
一
九
九
八
年
〉
所
収
）、
同
「
興
聖
寺
一
切
経
に

お
け
る
訓
点
資
料
に
つ
い
て 

―
そ
の
素
性
を
巡
っ
て
―
」（「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
二
三
輯
、

二
〇
〇
〇
年
十
月
）、
同
「
東
明
寺
蔵
『
大
般
若
波
羅
密
多
経
』
の
訓
点
に
つ
い
て
」（「
国
語

文
字
史
の
研
究
」
七
、二
〇
〇
三
年
十
一
月
）
に
も
、
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。

（
６
）
前
注
川
瀬
著
書
一
五
五
頁
。
前
注
に
引
用
し
た
通
り
、
川
瀬
は
、「
赤
尾
の
本
」
に
「
妻つ

ま
む
ろ室

の

本
が
校
正
書
入
」
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
す
る
。
そ
の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、

大
東
急
記
念
文
庫
蔵『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』（
一
〇
〇
二
番
）に
は
、次
の
よ
う
な
裏
書
が
有
る
。

「
赤
尾
云
如
是
二
名
亦
但
有
名
善
現
此
之
三
名
不
生
不
滅
等
云
〻
妻
室
本
等
此
之
二
名
云
ゝ
（
以
下

略
）」（
巻
第
十
一「
三（
二
或
本
シ
リ
ヘ
）名
」0056c03

へ
の
紙
背
注
）。
他
に
も
、「
赤
尾
云
」

の
中
に
「
妻
室
本
」
を
引
用
し
て
い
る
例
が
有
る
。
こ
の
「
赤
尾
」
を
、
築
島
裕
「
大
般
若
経

の
古
点
本
に
つ
い
て
」（『
松
村
明
教
授
古
稀
記
念
国
語
研
究
論
集
』〈
一
九
六
八
年
、明
治
書
院
〉、

『
築
島
裕
著
作
集　
第
一
巻
』〈
二
〇
一
四
年
、
汲
古
書
院
〉
所
収
）
は
、「「
赤
穂
珣
照
君
」
の

こ
と
で
あ
ら
う
か
」
と
推
定
し
て
い
る
。

（
７
）
東
辻
保
和
「
安
田
八
幡
宮
蔵
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
に
就
き
て
」（「
南
海
史
学
」
８
号
、

一
九
七
〇
年
六
月
）、
同
「
安
田
八
幡
宮
蔵 

大
般
若
波
羅
蜜
多
經
の
音
注(

資
料)

」（「
訓
点

語
と
訓
点
資
料
」
44
、
一
九
七
一
年
六
月
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
て

公
開
中
）、
参
照
。

（
８
）
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
大
般
若
経
』（1002

番
）
建
暦
二
年
〜
貞
応
三
年
写
本
は
、
画
像
公
開

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
僚
巻
の
巻
第
一
全
文
影
印
が
『
東
京
大
学
国
語
研
究
室
資
料
叢
書　

(

15)

古
訓
點
資
料
集(

一
）』（
一
九
八
六
年
、
汲
古
書
院
）
に
収
め
ら
れ
、
巻
第
七
十
の
画

像
が
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
大
般
若
経
』（1002

番
）
建
暦
二
年
〜
貞
応
三
年
写
本
で
も
、
巻
第
七

本
文
「
初
分
轉
生
本
第
四
之
一
」
の
紙
背
に
、「
赤
尾
云　
之
一
字
多
本
无
或
本
加
之
」
の
注

が
見
ら
れ
る
。
品
名
の
「
之
一
」
有
無
に
つ
い
て
の
校
合
は
、
他
巻
に
も
ま
ま
見
ら
れ
、
前
注

に
記
し
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
巻
第
七
十
で
も
、「
赤
尾
云
諸
本
无
之
一
両
字
或
一
本
有
之

(

略)

」
の
紙
背
注
を
確
認
で
き
る
。

（
10
）『
鎌
倉
遺
文
』
第
四
四
巻
一
一
五
頁
「
福
智
院
家
文
書
」（
文
書
番
号
：50896

）。

（
11
）「
静
恩
」
は
、
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
の
東
大
寺
供
養
會
に
も
、
薬
師
寺
僧
の
一
人
と
し
て
、

名
を
連
ね
て
い
る
（『
東
大
寺
続
要
録
』
供
養
篇
末　
建
久
記
）。『
法
隆
寺
別
当
次
第
』
の
寛

喜
三
年
（
一
二
三
一
）
三
月
十
四
日
の
「
大
勧
進
菩
提
山
静
恩
」（
続
群
書
類
従 

第
四
輯
下 

補

任
部 

巻
一
〇
三
、八
〇
六
頁
）
も
、
同
一
人
物
か
も
し
れ
な
い
。

（
12
）
注
５
、
沼
本
著
書
同
頁
。
築
島
裕
「
国
語
史
上
に
お
け
る
眞
興
の
位
置
」（『
日
本
語
学
の
蓄

積
と
展
望
』〈
二
〇
〇
五
年
、
明
治
書
院
〉
所
収
、『
築
島
裕
著
作
集　
第
一
卷　
訓
點
本
論
考

拾
遺
』〈
二
〇
一
四
年
、
汲
古
書
院
〉
収
載
）
で
も
、
眞
興
を
、「
平
安
時
代
以
降
、
最
も
広
く

読
誦
さ
れ
た
『
大
般
若
経
』
の
字
音
の
成
立
の
祖
と
な
っ
た
で
あ
ら
う
人
物
」
と
し
て
い
る
。

（
13
）
根
津
美
術
館
学
芸
員
白
原
由
起
子
氏
撮
影
の
写
真
に
依
る
。

（
14
）
上
田
正
『
切
韻
逸
文
の
研
究
』（
一
九
八
四
年
、
汲
古
書
院
）
五
一
七
頁
、
参
照
。

（
15
）
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
に
は
、
裏
書
の
存
在
を
示
す
た
め
、「
シ
リ
ヘ
」
と
と
も
に
「
ウ
ラ
ヘ
」

も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
16
）「
火
反
」
な
ど
の
「
反
」
は
、
本
文
校
異
で
は
な
く
音
注
漢
字
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に

加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
仮
名
に
も
、
臂ヒ

反
腹
背
胸
（
七
五
六0057c24

）、
脇
腰
脊
髀ヒ反

（
七
六
三0057c25
）、
備ヒ
反

受
衆
苦
（
一
七
〇0914b11

）
の
例
が
存
す
る
。
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根
津
美
術
館
蔵
春
日
若
宮『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』に
お
け
る
注
記・注
文
お
よ
び
訓
点
の
概
要　
（
佐
々
木 

勇
）

（
17
）
築
島
裕
「
喜
多
院
点
の
展
開
」（『
万
葉
集
研
究
』
第
十
四
集
、一
九
八
六
年
、塙
書
房
）、参
照
。

（
18
）『
国
語
学
大
辞
典
』（
一
九
八
〇
年
、
東
京
堂
出
版
）、『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
一
九
八
三

年
、
岩
波
書
店
）、『
図
説　
日
本
の
漢
字
』（
一
九
九
八
年
、
大
修
館
書
店
）
等
に
付
載
の
仮

名
字
体
表
お
よ
び
小
林
芳
規「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」（「
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
」

三
〇(
特
輯
３)
、
一
九
七
一
年
三
月
）、
参
照
。
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